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the  colour  of the

young
star



Tels des nuages   qui s'étendent

De minuscules échos se souviennent

De douces mélodies dérivent doucement

(poem for reverb pedals)

by Tom SUllivan
Young Star 001
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Core Concepts
The Colour of the Young Starは、非常に密度の高
いアルゴリズムで構築されたステレオリバーブプ
ロセッサー。コンパクトな部屋から広大で滲むよ
うなアトモスフィアまで、スムーズかつ自然な
ディケイ特性を生み出し、幅広い空間テクス
チャーの表現を可能にします。Modulationコント
ロールでリバーブ信号に微細なピッチとディレイ
の変動を追加。残響フィールドの複雑さやムーブ
メントを繊細に描きます。Trails機能の選択でバイ
パス時の挙動も変更可能です。

搭載されたピッチシフターで、ピッチを捻じ曲げ
た信号をリバーブの入力へ加えよう。1オクター
ブ、2オクターブ、5度から選択が可能です。残響
との組み合わせで互いに補完するように融合がで
き、クリエイティブな表現や関係性を生み出すこ
とが出来ます。

これらの要素が相埋まることで、僅かな空間の揺
らぎから、際立つ倍音が豊かなアンビエントエ
フェクトまでカバー。幅広い表現が可能な、フレ
キシブルなリバーブプラットフォームです。
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実用的な側面から説明するなら、このコント
ロールは残響信号が消えて静寂へフェードア
ウトするまでの時間を調整します。もっと抽
象的に言うなら、音がどのように軌跡を描く
か、そしてその足跡の数を決定するものとも
言えるかも。

低い設定ではリフレクションが散発的にちら
つきながら素早く消え去ります。ちょうどタ
イルの上をパタパタと駆けていくように。高
くすると空間は広がり始め、それぞれのエ
コーが互いに手を取り合い、元の音が流れ
去った後もゆっくりと漂い続けるような、雲
のような響きを形成します。

このノブは、リバーブに「夢を見る時間」を
告げる時計のようなものです。

このパラメーターは本質的には、仮想空間で
知覚される広がりを調整し、残響のタイミン
グと感覚を形作ります。具体的には音が小さ
な部屋の隅で響いているのか、それとも果て
しなく続く静寂のコンサートホールへ信号を
送るのかを決定するのです。

低い設定では空間は小さく閉ざされたように
感じられ、ぎっしりと人が詰まった部屋の中
で残響が跳ね返っているように感じられるで
しょう。始まりのエコーは素早く届き、密集
した塊のように響きます。設定を高くすると
空間の壁が外へと広がっていきます。反射音
は長い経路を通り、音と音の間に空間が生ま
れ、より広大に、穏やかに、拡散したように
変化していきます。

Sizeとは、音を取り巻く世界の環境の再構築
です。
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このパラメーターは空間の素材がどのように
サウンドを吸収するかをシミュレーションし
ます。硬く反射性の高い素材は高域の周波数
帯域が維持され、柔らかく吸音性の高い環境
では高域がより速く減衰します。

低い設定では残響成分の中の高域が長く持続
し、より明るく、反射音のような響きになり
ます。高く設定すると高域が急速に減衰し、
時間の経過とともに残響のテイルがダークに
なっていきます。

高域に作用するシンプルなイコライザーのよ
うに考えてみよう。

モジュレーションのコントロールは、リバー
ブ信号に微細な時間的な変化をするピッチ、
およびディレイの揺らぎを加えます。

コントロールを上げるとモジュレーションが
顕著になり、ウェット信号へコーラスのよう
なエフェクトを追加します。

トレイル機能を有効にするとペダルをオフに
した後リバーブの残響が自然に減衰し、滑ら
かにフェードアウトしていきます。オフにす
るとバイパス時に残響が即座に途切れ、より
唐突な印象になります。rev（リバース）を
選択すると残響へリバースディレイが追加さ
れます。ディレイのフィードバックタイムは
SizeとDecayノブと連動します。



10 11

this

list

is

en

how

closely

it
works



12 13

interval

pitch
ピッチコントロールでピッチシフトした信号
を加えます。信号経路上でリバーブの前段に
位置しますが、個別にオンオフを切り替えら
れます。

低い設定ではピッチシフトされた単一の音が
徐々に加わり、倍音的な厚みと彩りが追加さ
れます。コントロールを上げるとこのピッチ
のレイヤーがより際立つようになります。中
間を超えるともう一つの補完的なピッチが加
わり、より複雑で奥行きのある音色が生まれ
ます。

トグルスイッチでピッチシフターの挙動を
選択します。中央ではピッチシフトがオク
ターブで発生します。Subは下オクターブと
なり、5thは5度でハーモナイズするピッチ
を加えます。
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Jitter
JitterはYoung Starを使用する体験を毎回ユ
ニークなものへ仕上げる機能。

基本コンセプトは、ペダルの様々なパラメー
ターを微妙に、ランダムにモジュレーション
させることで、独自の意思を持つ小さなな手
が動き回るようにすること。6つのノブ、全
てのパラメーターがジッターの影響を受けま
す。

3ポジションのトグルスイッチで、ジッター
少、ジッター無し、ジッター大から選択でき
ます。

pitch Melt
これは裏側に隠された少し奇妙なファンク
ション。ピッチ機能がオンのとき、ピッチ
スイッチを長押しすると、シフトした音程
が互いに新しい関係性へ溶け合います。奇
妙なハーモニーや不協和音を作り出してみ
よう。



16 17

SWITCHES
タップ: Young Starのオンオフを
切り替え
オフ時から長押し: リバーブをモー
メンタリーでオン

オン時に長押し: モーメンタリーで
Sizeパラメーターを段々と上昇

タップ: ピッチシフターのオンオフ

オン時に長押し: ピッチシフトした
信号を新しいインターバルへ溶け合
わせる

reverb:

pitch:

STEREO USE

Switch 1: 

Switch 2: 

Switch 3: 

The Colour of the Young Starはモノラルまた
はステレオ入出力での動作が可能です。

TRSケーブル、またはスプリッターを使用し
てください。デフォルトではモノラルイン/ス
テレオアウトに設定されています。ステレオ
設定は内部のdipスイッチで変更が可能です。

オフ=モノインステレオアウト
オン=ステレオイン・アウト

オフ= ステレオ拡散 オフ
オン= ステレオ拡散 オン

オフ= モジュレーション反転 オン
オン= モジュレーション反転 オフ
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A note, tucked into the back of an old book:

They told us the star wouldn’t return.

No charts confirmed it, no instruments could 
agree. Still, we remembered its color, 
something that appeared once, just after 
sunset. of breaking waves. of household bleach

balanced between sight and imagination. So we 
built a device. Not to capture it, not exactly. 
That would have been impossible, right? maybe 
impolite... but to make room for it. to listen 
for it. To create a space wide enough, quiet 
enough, that if the color ever returned, it 
might feel comfortable enough to stay awhile.

we fed it small sounds. A string. A voice. Each 
one came back... slightly extended. As if it had 
been given time to recall something lost.

and eventually, the color returned. there it 
was again. Not brighter. Not louder. but, 
present. we didn’t reach for it. Didn’t measure 
or adjust. Just let it run, letting the sound 
drift and fold in on itself, stretching gently 
toward that impossible remembered hue.

And then, like all nameless and wonderful 
things, it was gone.

Young Star 001

Every
word
was

true...






